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］ 論文の要旨
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佐藤丙午

浅野亮

2010年に日本を抜いて米国に次ぐ世界第 2位の経済大国となった中国は、 2012年に習

近平政権が発足すると、周辺各国・地域に対する圧力を高めるようになった。南シナ海にお

いて、中国は2014年からスプラトリー諸島 7地形において急速かつ大規模な埋め立てを行

い、軍事施設を構築した。中国はこれらの軍事基地を活用して、南シナ海における軍事的プ

レゼンスを向上させている。東シナ海上空では、中国機に対する航空自衛隊の緊急発進回数

は、 2019年度は675回、 2020年度は458回、 2021年度は722回を数えた。尖閣諸島周辺

海域における海警公船の活動も活発で、 2021年の接続水域入域は延べ 1222隻、領海侵入

は延べ 110隻だった。また、インドとの国境紛争も継続中である。

このような情勢の下で、中国の台湾に対する圧力も強化されている。 1990年代に香港と

マカオの返還を果たした中国にとって、残された大きな政治的・歴史的課題は台湾の統一と

なった。しかしながら、毛沢東が北京で中華人民共和国建国を宣言し、蒋介石が台北を中華

民国の臨時首都とした 1949年から現在に至る 70年以上の期間にわたり、中国と台湾は幅

約百数十キロメートルの台湾海峡を挟んで対峙し続けている。

この間、中国は米中国交正常化 (1979年）などの国際環境の変化に伴って、台湾回収の

基本方針を「武力解放」から「一国二制度」による「平和統一」へと変化させたが、一貰し

て台湾に対する武力行使の放棄を承諾していない。中国は二つの体制が対峙する状態を解

消すべく、台湾の武力解放や平和解放、そして平和統一という考えを台湾側に示しながら、

時には武力による威嚇も含めて台湾統一の道を探ってきた。しかし、毛沢東から胡錦濤に至

る政権は台湾統一を達成できなかった。 2012年に胡錦濤政権の後を受けた習近平政権は、



部小平政権期に始まる経済発展の成果を基礎にして、今世紀半ばまでに富強・民主・文明・

調和の美しい社会主義現代化強国を築き上げ、中国式の現代化によって「中華民族の偉大な

復興」を推し進めていくと宣言している。中国の社会の発展ビジョンに合わせて、国防と軍

隊の近代化も 2035年に基本的に実現させ、今世紀中菓には「世界一流の軍隊」を築くとし

ている。江沢民政権期から散見され習近平政権になって頻出している r中華民族の偉大な復

興」という文言は極めてあいまいである。中国にとってチベット、新腫ウイグル両自治区と

同様に、 「核心的利益」を構成する最重要地域であり続ける台湾の回収を達成しないままで

「中華民族の偉大な復興」を達成したと中国の指導者は宣言することはできないと考えら

れる。また、海洋強国を目指す中国にとって、西太平洋への出入り口であり、東シナ海と南

シナ海を連接する海域に座する台湾の地政学的重要性はより大きくなってきている。

他方、蒋介石政権期から蒋経国政権期の台湾にとって、中国大陸は武力で蒋い返す対象で

あり、中国共産党政権は滅ぼすべき反乱勢力であったため、彼らとの交渉の余地はなかった。

しかしながら、蒋経国の死去に伴って総統となった李登輝が中華民国の民主化と台湾化を

進める過程で、また、冷戦が終結し国際環境が激変する中で、台湾の中では中国を相対的に

捉える考え方が支配的になっていった。中国共産党政権は武力で討ち果たすべき対象から

政治的実体を備えた交渉相手となったのである。また、台湾では中華民国の統治が及ぶ地域

に住む有権者による総統の直接選挙が行われるようになり、 2016年には 3回の政権交代が

行われ、中台関係もそれに多大な影響を受けるようになった。

このように、中台が台湾海峡を挟んで対峙し続ける状況を指して、 「現状維持」という表

現が台湾海峡情勢を研究する中国以外の研究者からなされ、台湾政府指導者は「台湾海峡に

おける平和の（現状の）維持」という表現を用いている。しかし、そもそも「現状」が「維

持」されているのは、あくまでも中華人民共和国と中華民国という二つの体制が対峙してい

るという枠組みだけで、それを取り巻く東アジアの国際関係や中国の国力、中台の軍事バラ

ンス、台湾の政治体制やインド太平洋における重要性などはダイナミックに変化を続けて

いる。

中国は「一国二制度」による台湾の「平和統一」という看板は下ろしていないものの、実

質的な台湾政策や対台湾軍事戦略を変化させ続けている。台湾の察英文政権（民主進歩党。

以下、民進党と略記）も「台湾海峡における平和の維持」を標榜しているものの、中国から

の政治的・軍事的圧力の上昇、国際環境の変化に合わせて、外交上の動きや軍事戦略方針、

軍の編制などを変更させている。中国にしても台湾にしても、自らの立ち位置を大きく変化

させ続けているのである。中国と台湾との間における「現状維持」の内実は、大きく変容を

続けているのではないか。

上記のような問題意識に立脚しつつ、本論文は毛沢東、鄭小平、江沢民、胡錦濤、習近平

ら歴代中国指導者の対台湾政策や対台湾軍事戦略を明らかにする。それに合わせて、蒔介石、

蒋経国、李登輝、陳水扁、馬英九、祭英文という6人の台湾総統の対中政策や対中軍事戦略

の変遷についても、それぞれ検証していく。これらの作業を行うことで、中台関係が「現状



維持」の言菓を残しながら、政治的・軍事的にどのように変容してきたのかを明らかにする

ことを目的として、過去に筆者が公表してきた研究を再構成している。

[] 論文の構成

以下に示す目次のように、独立した序章に続いて 2部構成となっており、全 10章から構

成されている。
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2022年 6月、門間理良氏より論文提出の意思が研究科委員長に伝えられ、規定に

基づいた期日に提出された。その後最終審査にあたった 3名によって受理審査委員

会を立ち上げ、審査の結果受理することを決めた。 9月には外国語試験を実施し、中

国語で合格判定を出した。受理審査委員会が指摘したコメントに従って修正された

論文が 12月に提出され、 2023年 1月28日、最終審査が文京キャンパスで公開のも

とで実施された。その結果、下記のように合格の判定となった。

2,審査所見

受理審査の時点で出された審査所見をまず簡単に要約すると、第 1に全体の構成

を再考すべきであるというものがあった。当初提出された論文は、前半で精細な事実

関係を述べ、後半に分析を行うというスタイルだったが、後半部分で中国と台湾の対

比が不完全であるという指摘で、門間氏はそれに答え全体を改編した論文を提出し

た。また、当初提出された論文は既発表論文をまとめたものであったので、多少の重

複と不整合性が残った。それを修正して首尾一貫した論文が提出された。同時に、当

初提出された論文の一つの章では、両岸関係における軍事的要因が社会的要素と政

治的要素と同列に論じられており、その因果性を整理して、社会的要素と政治的要素

とが軍事的要因の独立変数とすべきであるという指摘もあった。これにも門間氏は

対応して再び論文を提出した。

第 2に、本論文では地城的には中国と台湾の関係を対象としているが、台湾の方

を深掘りしている。時代としては 21世紀に関する記述がボリュームの上で優ってい



るが、 1949年以降の歴史に関する記述を含んでいる。内容は安全保障、それも軍事

的な安全保障に関するものだが、一部非伝統的な安全保障にも目配りしており、中国

と台湾の内政と軍事の関係に関しても紙幅を割いている。包括性、網羅性という点で

は申し分ないが、事柄の軽重についてバランスをとるように指摘があった。最終的に

提出された論文ではこの点にも配慮され、改訂された。

第 3に、個別具体的な説明に加えて、抽象的な概念で普遍性や比較可能性を志向

する工夫があっても良い。本論文は、政治、軍事、経済やアイデンテイティにまで及

ぶ複合的な議論が展開されているので、この必要性は大きい。この論文は中台の戦略

とその両立の根源的な難しさを主要なテーマとしているが、議論はそれぞれ個別に

行われ、これらをまとめて中国と台湾の間で起こってきたフィードバック、つまりお

互いに影響を与えあったメカニズムとそのプロセスについての集中的に行う分析が

見当たらない、ということである。相克というからには、ダイナミックな相互作用が

仮定されているにもかかわらずその説明が不足している。

第 4に、当初提出された論文については、図表をはじめとしたエディティングに

ついての指摘もあったが、これも修正された。

12月に提出された改訂された論文について最終審査が実施されたが、結果は極め

た好意的なものであった。

まず、 3人の審査委員が一致して、最終試験の結果に関わらず本論文を書籍として

公刊したほうがよいということであった。その理由としては、当然のことながら類書

がないということが大きい。また、後述のようにないようにバランスが取れていない

という難がある一方で、中国と台湾という 2者の間に関してはバランスがとれてお

り、一方に視点を置いた分析ではないという点である。

批判的な指摘については、本論文は時期区分がされて通史的な説明をされている

部分と、トピックを取り上げた分析があり、全体的な明確なロジックがないというも

のがあった。この点については、門間がすでに指摘しているので了解しているが、読

者によって思い付きで書いたという感を持つ恐れがあるという指摘である。普遍性

とは言うが、いわば準普遍性であり、安全保障を取り扱う地域研究としては致し方な

いという発言もあった。

最終試験時には、二重の抑止に関する質問があったが、中台関係を果たして米国抜

きに分析できるかという問題とも絡んでいる。能力と意図のいずれを米国は重視し

ているのかという質間だが、門間氏は、米国は蒋介石の意図をくじこうと試みたが、

それができないと分かると能力を持たせないことに転じたと回答し、口頭で補足を

行った。

その他、情報源としての CSISの報告書やその他の学術論文についての評価などに

関して詳細な質間が行われたが、門間氏は的確に回答した。



3.審査委員会結論

委員全員が一致して学位申請者に対し、 「博士（安全保障）」の学位を授与するに

値するものと認めた。

以上


